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まちの話題

お知らせ

玉黄金

５月号の主な内容
梅雨に咲くサネンの花

　今年も梅雨の時期になりました。野山や集

落ではサネン（月桃）の花が咲いています。

大雨などに注意が必要な季節ではあります

が、この時期にしか見れないものに目を向け

てみてはいかがでしょうか。
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　龍郷町戸口在住の宏洲浩三さん（55）は、地域
貢献になれば―。との思いで、自動体外式除細動器

（以下 AED）を自ら代表を務める南洲建設（有）事
務所に設置しました。
　今回、設置に至った経緯として、本年１月から運
用開始した龍郷町消防団ファーストレスポンダー隊
の活動により戸口校区の AED 設置数が、

南洲建設㈲が
新規にＡＥＤを設置

　宏洲さんは「本当は使うことにならないほうがい
いが、使うときは２４時間いつでも使って欲しい。」
と話しました。
　戸口校区では宏洲さんの AED 設置を受け、４月
１７日に戸口地区振興センターで AED の使い方な
どを学ぶ救急講習会が開かれ、子どもから大人まで
約６０名が参加しました。

　戸口小学校職員室に１機あるのみで、それに加え
職員不在時の夜間や休日の使用は難しいという実情
を知ったそうです。また、南洲建設（有）は従業員
の消防団活動に積極的に配慮し、災害時等は事業所
の資機材等を消防団に提供するなどの基準を満たす
消防団協力事業所にも認定されていることもあり、
認定事業所として何かできるのではないかという思
いがあったそうです。

ＡＥＤが設置された南洲建設㈲の事務所

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 4月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,986
6,013
2,924
3,089

　+44
   +63
　+33
　+30

戸口校区救急講習会の様子

ＡＥＤを用いた応急処置訓練を行う参加者

▲
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男子は大勝がＡ級連覇　男子Ｂ級と女子は戸口が制す
第 57 回龍郷町一般バレーボール大会

　第 57 回龍郷町一般バレーボール大会（龍郷町体育協会主催）が５月１5 日（日）、りゅうゆう
館を主会場に開催されました。選手たちは、校区の誇りをかけて熱戦を展開。男子の部では A 級
で大勝校区が連覇、男子の部Ｂ級と女子の部は戸口校区が優勝を果たしました。
　一般バレーボール大会は、龍郷町のスポーツ４大行事のひとつ。今年は、男子 A 級７チーム、
同 B 級と女子それぞれ４チームが出場。地域の声援を受け、好プレーを繰り広げました。
　優良競技者被表彰者は次のとおりです。（敬称略）▼ 20 回出場　川畑進弥（赤徳）▼ 15 回出場
　田畑哲郎（龍瀬）　赤塚啓伸（戸口）　伊集院綾乃（龍瀬）▼ 10 回出場　久野博幸（円）　川畑
鉄平（龍瀬）　岩崎貴海（龍瀬）　重山拓人（秋名）　西田誉（秋名）　赤尾健太（秋名）　山口幸治（戸
口）▼７回出場　福原香奈子（戸口）　大野清香（戸口）

▲

戸口女子

戸口 B大勝 A
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「果物・野菜類の島外持ち出し」について

　ミカンコミバエの発生にともない、龍郷町全域が植物の移
動制限区域に指定され、果物類・トマト、ピーマン、ナスな
どの野菜類の島外持ち出しに規制があった件について、４月
２０日をもって町内全域が移動制限区域から解除されまし
た。これにより事前の申請・検査を受けた後での果物・野菜
類の島外持ち出しが可能となりました。申請・検査について
ご不明な点は、門司植物防疫所名瀬支所☎５２―０４５９、
または役場産業振興課☎６９―４５２３までお問い合わせく
ださい。



5　広報たつごう

マイナンバーカードの身分証明書としての取り扱いについて

　皆様にお届けしている通知カードは個人番号の確認はでき
ますが、身分証明書としては利用することができません。　
　詳しいお問い合わせについては、龍郷町役場町民税務課
☎６９－４５１９までご連絡ください。
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
０
３
７
６

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
７

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

名
瀬
保
健
所
は
平
成
27
年
度
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
普
及
週
間
」
期
間

中
、
平
日
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間　

　

６
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

▼
検
査
日
時

　

６
月
2
日
（
木
）
午
後
５
時
～
８
時

▼
実
施
場
所

　

名
瀬
保
健
所
（
名
瀬
永
田
町
17
‐
３
）

▼
受
付
方
法
（
匿
名
可
、
検
査
費
無
料
）

　

検
査
希
望
者
は
、
当
日
午
後
５
時
ま

で
に
予
約
し
て
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

名
瀬
保
健
所

☎
０
９
９
７
‐
52
‐
５
４
１
１

奨
学
資
金
奨
学
生
募
集

　

龍
郷
町
は
、
平
成
28
年
度
龍
郷
町
奨

学
資
金
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①

　

　

　

　

　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

龍
郷
町
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
家
庭
内
の
相
談
事

や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や

差
別
な
ど
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
こ
の

機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

　

平
成
28
年
６
月
1
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
開
設
場
所　

龍
郷
町
浦
生
活
館

▼
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員

　

平
久
美
さ
ん
／
重
村
洋
一
さ
ん
／
岡

山
和
子
さ
ん

＊
人
権
擁
護
委
員
は
、
各
市
町
村
長
か

ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
民
間
の
方
々
で
す
。
地
域
で
様
々

な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
地
方
法
務

局
ま
た
は
そ
の
支
局
で
人
権
相
談
を
受

け
る
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
に
３
年
以
上
居
住
・
生
活
し
て

い
る
方
の
子
ど
も
で
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
高
校
・
高
等
専
門
学
校
・
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
・
大
学
院
に
進
学
ま

た
は
在
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

▼
貸
付
月
額

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
１
～
３
年
生

月・
・
・
・
・
・
・

額
１
万
２
千
円

　

高
等
専
門
学
校
４
～
５
年
・
短
期
大

学
・
大
学
・
大
学
院
生月・

・
・
・
・
・
・

額
３
万
５
千
円

▼
奨
学
生
の
決
定

　

奨
学
生
選
考
委
員
会
で
、
奨
学
生
と

そ
の
奨
学
金
額
を
決
定
し
ま
す
。
他
の

奨
学
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

▼
返
還
方
法

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
６
カ
月
経

過
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
そ
の
金
額
を

年
賦
、
半
年
賦
ま
た
は
月
賦
で
返
還
と

な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
・
申
込
期
限

　

申
込
用
紙
な
ど
必
要
書
類
を
揃
え

て
、
平
成
28
年
６
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
龍
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ
先

　

龍
郷
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
７
‐
69-

４
５
３
２

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
週
間

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
国
及
び
鹿
児
島

県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
強
制
的

に
隔
離
さ
れ
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族

も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
か
け
が
え
の
な

い
多
く
の
方
々
の
人
生
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
病
気
が
治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰

れ
ず
、社
会
復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
も
な
お
多
く
の
方
々
が
療
養
所
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら

れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
が

平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
と
は
何
か
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
週
間　
　

平
成
28
年
６
月
19
日
（
日
）

～
６
月
25
日
（
土
）



11　広報たつごう

め
ま
し
た
。

　

当
カ
フ
ェ
は
、
医
師
を
は
じ
め
、
看

護
師
、
作
業
療
法
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、

臨
床
心
理
士

な
ど
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が

認
知
症
に
関

す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ

ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

▼
開
催
日
程

　

平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

 

（ 

時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で
す 

）

　

※
次
回
以
降
の
カ
フ
ェ
開
催
日
は
、

偶
数
月
の
第
一
土
曜
日
と
な
り
ま
す
。

▼
場
所

 　

奄
美
病
院
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

（ 

新
デ
イ
ケ
ア
棟 

）

　

〒
８
９
４
―
０
０
４
４

　

奄
美
市
名
瀬
浜
里
町
１
７
０
番
地

▼
参
加
費
用

　

お
一
人
様 

１
０
０
円

▼
内
容

　

茶
話
会
・
専
門
職
講
話
・
個
別
相
談

男
女
共
同
参
画
週
間

　

内
閣
府
そ
の
他
の
男
女
共
同
参
画
推

進
本
部
構
成
府
省
庁
は
、
毎
年
６
月
23

日
～
29
日
ま
で
の
１
週
間
、
「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は 

政

府
や
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
国

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
28
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン

カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。
」
で
す
。

や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
開
催
に
つ
い
て

　

奄
美
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方

や
ご
家
族
、
支
援
者
、
認
知
症
の
予
防

等
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
々
等
が
気
軽

に
あ
つ
ま
っ
て
、
お
茶
が
飲
め
る
「
メ

モ
リ
ー
カ
フ
ェ　

や
す
ら
ぎ
」
を
は
じ

（
専
門
職
へ
の
相
談
）
・
レ
ク
体
操  

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

奄
美
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
９
７
―
52
―
０
０
３
４

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
ろ
う

　

鹿
児
島
県
で
は
、
世
界
的
に
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
貴
重
な

野
生
生
物
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
た

め
に
「
鹿
児
島
県
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
全
域
の
海
岸
で
許
可
な
く
ウ
ミ

ガ
メ
を
捕
獲
し
た
り
、
卵
を
採
取
し
た

り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
非
常
に
警
戒
心

が
強
く
、
海
岸
で
の
光
や
音
の
発
生

や
車
で
の
海
岸

へ
の
乗
り
入
れ

は
、
上
陸
・
産

卵
・
ふ
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

身
近
な
自
然

保
護
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

龍
郷
町
役
場
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間

は
、
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す
。

　

梅
雨
期
に
入
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時

期
に
土
砂
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
雨
の
降
り
方
に
注
意
す
る
。

　

県
と
気
象
台
と
共
同
で
土
砂
災
害
警

戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
雨
量
情
報

な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
非
難
を
心

が
け
、
役
場
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
雨
が
降
り
や
ん
だ
あ
と
で

も
、
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

▼
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
を
知
っ
て
お

く
。

　

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水

位
が
下
が
る
、
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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梅
雨
期
の
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
多

く
の
山
地
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
山
崩
れ

な
ど
に
警
戒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

雨
の
日
は
気
象
情
報
や
防
災
無
線
の

情
報
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
雨
が
降
っ
て
い
る

と
き
に
土
石
流
の
前
兆
現
象
を
感
じ
た

場
合
や
、
市
町
村
か
ら
避
難
の
連
絡
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
所
へ

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
今
ま
で
に
な
い
規
模
の
災
害

が
起
こ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
雨
が

降
り
止
ん
だ
後
で
も
、
山
崩
れ
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
山
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

　

地
面
に
し
み
こ
ん
だ
水
分
が
土
の
抵

抗
力
を
弱
め
、
弱
く
な
っ
た
山
の
斜
面

が
突
然
崩
れ
る
災
害
で
す
。
突
発
的
に

起
こ
り
、
瞬
時
に
崩
れ
る
の
で
、
逃
げ

遅
れ
る
人
も
多
く
犠
牲
者
の
割
合
も
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
を
き
っ
か

け
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
山
崩
れ
の
前
兆
現
象

　

わ
き
水
の
量
が
急
に
増
え
る
、
枯
れ

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

　

　

　

て
く
る
、
異
様
な
音
が
す
る
、
な
ど
が

一
般
的
な
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
で
す
。

長
雨
が
続
い
て
い
る
時
、
身
の
回
り
の

こ
の
よ
う
な
現
象
に
気
づ
い
た
ら
、
自

主
避
難
の
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
個
所
を
知
っ
て
お
く
。

　

家
の
近
く
に
あ
る
土
砂
災
害
危
険
個

所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
も
し

わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
役
場
か
大
島
支

庁
建
設
課
等
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
避
難
場
所
を
決
め
て
お
く
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
家
族
全
員
が
家
に

揃
っ
て
い
な
く
て
も
、
避
難
場
所
が
わ

か
っ
て
い
れ
ば
安
心
で
す
。

▼
土
石
流
の
逃
げ
方
を
知
っ
て
お
く
。

　

土
石
流
の
ス
ピ
ー
ド
は
大
変
速
い
た

め
、
土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て
直

角
に
逃
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
点
に
注
意
し
て
、
早
め
の
避
難

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
地
域
整
備
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
０

山
崩
れ
災
害
に
つ
い
て

た
事
の
な
い
わ
き
水
が
止
ま
る
、
わ
き

水
が
濁
る
、
山
の
斜
面
を
水
が
走
り
始

め
る
、
地
鳴
り
の
音
が
聞
こ
え
出
す
、

山
の
斜
面
に
亀
裂
が
走
る
、
山
の
木
が

傾
く
、
石
が
転
が
り
落
ち
て
く
る
。

▼
山
地
災
害
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
産
業
振
興
課

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
２
３

ま
ち
の
行
政
相
談
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕

組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通

知
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
ゅ
う
ゆ
う
館
よ
り
お
知
ら
せ

り
ゅ
う
ゆ
う
館
プ
レ
ゼ
ン
ツ

　

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
扉
」
第
三
弾

　
　

ピ
ア
ノ
！
ピ
ア
ノ
‼

　
　

白
石
光
隆
×
中
川
賢
一

　

多
彩
に
活
躍
す
る
2
人
の
実
力
派
ピ

ア
ニ
ス
ト
が
龍
郷
町
で
初
タ
ッ
グ
！
楽

し
い
ト
ー
ク
も
交
え
な
が
ら
ユ
ニ
ー
ク

な
ピ
ア
ノ
シ
ョ
ー
を
展
開
し
ま
す
。

▼
出
演
者
：
白
石
光
隆
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

　
　
　
　
　

中
川
賢
一
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

▼
公
演
日
時

　
　

6
月
25
日
（
土
）

　
　

午
後
7
時
開
演
（
午
後
6
時
開
場
）

▼
場
所

　
　

り
ゅ
う
ゆ
う
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料

　
　

前
売
り　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　

（
当
日　

１
５
０
０
円
）

　
　
　

高
校
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

（
当
日
同
額
）

　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
合
せ
先

　
　

り
ゅ
う
ゆ
う
館　

☎
０
９
９
７-

62-

５
５
６
６

【行政相談委員】

窪島 將公さん

龍郷町戸口 2106-1

☎ 0997-62-3722
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

3（金）  でぃでぃクラブ 13：30 ～

どぅくさぁや館
9（木）  1 歳 6 か月児健診 13：00 ～

10（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

14（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
15（水） たつごう家族の会 13：30 ～ 肥後医院
17（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～

どぅくさぁや館
23（木） 乳児健診 12：30 ～

24（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

28（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
29（水） お腹スッキリ運動教室 19：30 ～ どぅくさぁや館

６月行事予定表 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

【
４
月
届
出
】

久
野　

唯いち
か花

田
宮　

あ
ん
り

山
下　

暁あ
き
こ子

田
原　

大たい
が雅

前
田　

莉り
み
あ

美
愛

  

豊
　  

朔さく
ら良

　
（
敬
称
略
）

玉
里

手
広

屋
入

中
勝

屋
入

大
勝

保
護
者
名

一
樹

光
治

晃
輝

亮誠大
良

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
４
月
届
出
】

泉　

イ
ヅ

野
田　

タ
ツ
エ

肥
後　

フ
ミ
エ

中
原　

三
千
雄

日
置　

シ
ナ
子

野
田　

オ
キ
ワ

重
田　

ヒ
ロ
子

牧
主　

英
樹

長
谷
場　

フ
デ

積　

勝
秀

榮　

ト
モ

碩　

千
鶴
子

津
田　

義
弘

阿
部　

昭
定

中
田　

ト
エ

興　

弘
一

牧　

実
雄

（
90
）

（
95
）

（
86
）

（
70
）

（
74
）

（
88
）

（
88
）

（
57
）

（
93
）

（
66
）

（
96
）

（
81
）

（
60
）

（
83
）

（
83
）
円

（
84
）

（
72
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

円浦
（
愛
寿
園
）

秋
名

赤
尾
木

赤
尾
木（
星
の
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

幾
里

中
戸
口

大
勝

中
勝

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

川
内

上
戸
口

手
広

中
戸
口

手
広

・
長
谷
場
洋
一
郎
さ
ん

（
故
長
谷
場
フ
デ
さ
ん
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
隈
元
巳
子
さ
ん
（
故
隈
元
範
久
さ
ん
）

幾
里
集
落
へ

・
重
田
勝
治
さ
ん
（
故
重
田
ヒ
ロ
子
さ
ん
）

幾
里
集
落
へ

・
津
田
弘
美
さ
ん
（
故
津
田
義
弘
さ
ん
）

下
戸
口
集
落
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
竹
山
梅
男
さ
ん
（
故
竹
山　

三
さ
ん
）

浦
集
落
へ

・
重
枝
三
千
代
さ
ん
（
故
重
枝
一
哉
さ
ん
）

浦
集
落
へ

・
政
教
三
郎
さ
ん
（
故
政
榮
里
さ
ん
）

龍
郷
老
友
会
、
龍
郷
集
落
へ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
南
信
夫
さ
ん
（
故
南
京
子
さ
ん
）

・
積
直
義
さ
ん
（
故
積
勝
秀
さ
ん
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

６
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＜場所＞各集落公民館等

＜時間＞午前９時半 , 午後２時

土
口
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満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

にへい　やわら  　　

Ｈ 27. 5. 26　生

父 康成 / 裕紀   大勝

二瓶  和 ちゃん

やまぐち   ののか

Ｈ 27. 5. 8　生

父 幸治 / 母 千春 中戸口

山口 稀乃桐 ちゃん

　かわむら　そういちろう　 　　 　

Ｈ 27. 5.27　生

父 雄一郎 / 母 真理  芦徳

川村　総一郎 くん

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

5
M

ay
2016

ひがし    ちなつ  　　

Ｈ 27. 5.25　生

父 和也 / 母 あすみ  芦徳

東　千夏 ちゃん

やまぐち　こうが　　　　

Ｈ 27. 5. 8　生

父 幸治 / 母 千春 中戸口

山口 琥雅 くん

集
落
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
龍
郷

町
連
合
郷
友
会
総
会
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

龍
郷
町
は
本
茶
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
大

型
ス
ー
パ
ー
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
か
ら
奄
美

の
中
で
も
人
口
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
発
展
し

て
い
る
町
で
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
荒
波
地
区
は
過
疎
化
が

進
み
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
荒
波
地
区
の

活
性
化
に
努
力
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
龍

郷
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
ま
す
。

私
達
近
隣
の
名
瀬
郷
友
会
も
郷
里
、
龍
郷

町
の
発
展
に
今
後
と
も
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 　

執
筆
：
村
田　
満
則

名
瀬
在
住
円
郷
友
会

　

名
瀬
在
住
円
郷
友
会
は
昭
和
5
年
に
設

立
さ
れ
、
会
員
数
は
現
在
１
２
０
世
帯
で

す
。
郷
里
で
あ
る
円
集
落
と
の
親
睦
を
深

め
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

総
会
敬
老
会
の
開
催
、
奄
美
ま
つ
り
八

月
踊
り
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
浜
下
れ
や
種

下
ろ
し
な
ど
円
集
落
行
事
へ
参
加
し
、
円

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

⑧村田　満則
（円出身）

【会長】

奄美まつり八月踊りへ参加の様子


